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<表紙の図>

第81回生理学会大会（札幌）

演題番号：2P352

演題：「ミトコンドリア障害によるイノシトール三リン酸を介した神経細胞核

DNAの急性断片化」

演者：山本清二他

図は培養海馬神経細胞にグルタミン酸（1 mM）を投与し，神経細胞の核内に

DNAの急性断片化を反映する顆粒様構造が出現する様子をビデオ強化型微分

干渉顕微鏡で連続観察したもの．グルタミン酸投与前（0 min）には核は比較

的無構造で平滑に見えるが，2.5分後には核の平滑さが失われ，核内に顆粒様

構造が観察される．6分後，20分後とその変化が顕著となり細胞の腫脹も観察

される．これが出現する過程でミトコンドリア障害が起こっており，学会では

ミトコンドリア毒の単独投与でも，イノシトール三リン酸を介して神経細胞核

に同様の変化が出ることを発表した．


